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結果 1．家庭訪問は母親の不安を軽減した。  
結果 2．家庭訪問の適切な実施時期として、初産の母親は新生児早期と乳児期早期、経産の母親は
新生児期後半～乳児早期と考えられた。また、母乳や乳房のトラブルに関しての心配や不安の軽減
には、生後 2～3 週の新生児期早期が適切である。  
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